
令和８年度 徳島県学力ステップアップテスト【小学校算数】

０ 調査問題に解答

１ 集計結果
（全体、領域別、設問別）

２ 調査問題の概要と学習指導のポイント

３ 授業展開例

４ 日頃の算数科授業で大切にしたいこと

はじめに

「知識・技能」「思考・判断・表現」の問題から、
１問ずつ取り上げ、授業展開例をお示しします。

調査問題を一度解答し、正答率や子供の反応を
予想してみてください。

ご自身の予想や自校の結果と照らし合わせて、
気になる問題を見つけましょう。

自校の実態を踏まえながら、自校ではどのような学習指導の改善・充実を
図るか、校内研修等で協議してみてください。
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１

もとの大きさは何かを明確にする
〇もとの大きさを問う
→一人一人が説明する場をつくる
○もとの大きさを可視化する
→板書の工夫、 拡大機能の活用を図る

１の目盛りに着目し、単位分数の幾つ分として
捉え、分数で表すことができるか

正答率 ４０.２％
無解答率 ２.２％

調査問題の概要と学習指導のポイント

正答率 ４５.７％
無解答率 ２.２％ア

イ

学習指導のポイント

１

時刻（点）と時間（量）をより身近なものに
〇ミニ時計や数直線がいつでも使える学習環境を
整える
○日常生活と連動させる

時間の単位に着目し、時間を求めることができるか

調査問題の概要と学習指導のポイント

学習指導のポイント

正答率 ４０.６％
無解答率 １.５％

ちょうどの時刻（午前１０時、正午など）を区切り
にして考えるよさを実感できるように
〇「どの時刻を区切りにすると、より考えやすい
かな」といった問いを大切にする



１

図と表を結び付けて、変化に着目する

調査問題の概要と学習指導のポイント

学習指導のポイント

正答率 ５４.８％
無解答率 ０.９％

伴って変わる二つの数量に着目し、変化の特徴を
見いだして考察することができるか

伴って変わる二つの数量を見つける場をつくる

４ ７ 10 ＋３

３

調査問題の概要と学習指導のポイント

正答率 ５１.３％
無解答率 ３.１％

割合を求めることができるか

正答率 ３５.５％
無解答率 ９.０％

割合を求める立式ができるか



３

調査問題の概要と学習指導のポイント

学習指導のポイント

割合の意味に立ち返る
 ○もとにする大きさを常に意識
した授業づくり

簡単な場合に置き換えて考える

数の相対的な大きさを用いて、共通する単位を捉えることができるか

調査問題の概要と学習指導のポイント

正答率 ５８.８％
無解答率 ６.８％

単位分数の幾つ分かを求める
式を考えることができるか

正答率 ２６.３％
無解答率 ６.３％

小数の減法
分数の加法

分数の減法へ

５



５

計算の仕方を、統合的・発展的に
考察する場をつくる
○「0.1より0.01がいいのかな」
→整数の計算に帰着すること

○「６はどこから」
→単位分数の幾つ分か

分数の計算の仕方を単位分数を用いて記述することができるか

調査問題の概要と学習指導のポイント

学習指導のポイント

正答率  ５９.２％
無解答率 １２.７％

自分の考えを書く習慣を大切にする

６

データの特徴や傾向などに着目して、批判的に考察する場をつくる
○妥当な結論を得たいと思える単元を構想する
→他教科等との関連、先行事例、データ活用の日常化も有効
○表やグラフと結び付けた話し合いを展開する
→「どこからそう考えたのか」といった問いを大切に

棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができるか

調査問題の概要と学習指導のポイント

学習指導のポイント

正答率  ５７.６％
無解答率 ４.７％



調査問題の概要と学習指導のポイント

１目もりに着目して、グラフの目もりをかくことができるか

正答率  ３７.１％
無解答率 ９.０％

複数の棒グラフを組み合わせたグラフから
読み取れることを記述することができるか

正答率  ４３.１％
無解答率 １８.５％

６

調査問題の概要と学習指導のポイント

６

表計算ソフトを活用し、グラフをつくりかえる場の設定
→グラフの示し方を複数考えてみる
→極端なグラフにしてみる
→自分の主張が伝わりやすいグラフをつくる など

学習指導のポイント

文部科学省「算数・数学科の指導におけるＩＣＴの活用について」p.４



調査問題の概要と学習指導のポイント

６

表計算ソフトを活用し、グラフをつくりかえてみる
→複数のグラフの示し方を考える
→極端なグラフにしてみる
→自分の主張が伝わりやすいグラフをつくる など

学習指導のポイント

途中で省略する
（波線）

目盛りの幅を
変える

１目盛りの数値を
変える

範囲を
切り取る

４

授業展開例（１）

平行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて
平行四辺形を作図することができるか

正答率  １８.２％
無解答率 ３.３％

どのような授業展開が
考えられるでしょうか



４

授業展開例（１）

ここまではかけそう。

右のような平行四辺形を
かきましょう。

そこまで、かいてみようか。

マス目のない用紙にかく時間をとると
ともに、次にどうしたいか問う。

どのような授業展開が
考えられるでしょうか

自校では、どのように授業改善を図りますか

ここまではかけたよ。

あとは、２つの辺をかけばできる。

点Dの位置がわかればいい。

２つの辺と点Dは、どのあたりにかきますか。
（結果の見通し）

子供たちが見通しとその理由を共有することを通して、
平行四辺形の性質に目をむけるとよいことに気付き、
本時のめあてをつかむことができるようにする。

どのようにかくといいかな。（方法の見通し）

だいたい、このあたりに２つの辺を
かくといいよ。だって･･･。

点Dの位置はどうすればわかるのかな。

本時のめあて
平行四辺形のとくちょうに目をむけて、かき方を考えよう。

自力解決後、コンパスを用いたかき方について話し合う場面

こうすると、点Dの位置がわかるよ。

いいたいことはわかるかな。

コンパスを何cmに開くと言っていたのかな。

子供たちの姿をよくみて、考えを板書に整理したり、全体に問い
返したりしながら柔軟に展開する。
(例)・手指をコンパスの代わりにして、となりの人と確かめる。
・対応する辺と同じ色で、コンパスの線を色分けして示す。
・反例のかき方でかいてみる。 など

コンパスの針は点Aに置いて、
６cmに開いてかくといいよ。

だって、平行四辺形の向かい合う辺の長さは等しいから･･･。

５cmじゃだめなのかな。

２

授業展開例（２）

（ ）を用いた式や、加法と乗法が混合した式を
場面と関連付けて読み取ることができるか

正答率  ５８.７％
無解答率 １.７％

どのような授業展開が
考えられるでしょうか



２

授業展開例（２）

条件に当てはまるかを判断し、その根拠を小数
の加法や乗法を用いて記述することができるか

正答率  ３８.６％
無解答率 ７.０％

どのような授業展開が
考えられるでしょうか

２

授業展開例（２）

右のような本棚に、厚さ３cm
の資料集と厚さ４cmの辞典を
学級の人数分並べます。

資料集と辞典は全部入ると思いますか。

どのような授業展開が
考えられるでしょうか

自校では、どのように授業改善を図りますか

入るか入らないか立場を決めたり、その理由をつぶや
いたりする場をつくるとともに、以下のように考え方
の一部を抽出して板書などで共有することにより、
本時のめあてをつかむことができるようにする。
（例）・３×20 ・１人分を考えると･･･

・３＋４ ・１つの式にすると･･･ など

本時のめあて
本を並べたときの長さを工夫して求めよう。

自力解決後、本をならべたときの長さの求め方を話し合う場面

子供たちの姿をよくみて、考えを板書に整理したり、全体に問い
返したりしながら柔軟に展開する。
(例)
図による考え方を取り上げるとともに、
「3＋４は（図の）どこのことかな」
「×20はひとつでいいの」と問う。など

本棚
はば150cm

10人だったら。20人だったら。

学級の人数が多いと入らないかもしれない。

いろいろな考え方がありそうだけど、
わかりやすい考え方が見つかるといいね。

学級の実態に応じて、以下のような支援を行う。
・ICTを活用し、資料集などを複製・操作できる環境整備
・１つの式に表す姿を価値付ける言葉かけ など

３×20＋４×20＝140で、140cmになる。

資料集も辞典も２０人分あるから･･･。

（3＋４）×20＝140で、140cmになる。

同じ本棚に、厚さ６.５cmの辞書と厚さ０.５cmのファイル
を20人分並べます。全部入れることはできますか。

3＋４は、１人分の資料集と辞典を合わせた長さだから･･･。

入れることができます。だって･･･。

どちらの計算も、答えは同じで140cmになるね。
本棚のはばは150cmだから、全部入れることができる。



日頃の算数科授業で大切にしたいこと

数学的な見方・考え方を働かせ、

数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）」p.64

算数科の目標

［解説p.42-67参照］

〇〇に着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考えたり、
統合的・発展的に考えたりすること

日頃の算数科授業で大切にしたいこと

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）」p.64算数科の目標



日頃の算数科授業で大切にしたいこと

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）」p.64算数科の目標

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 算数編」 p.8

日頃の算数科授業で大切にしたいこと

知識及び技能

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、

日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。

思考力、判断力、表現力等

日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な
数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用い
て事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。

学びに向かう力、人間性等

数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題解決しよ

うとする態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）」p.64算数科の目標



日頃の算数科授業で大切にしたいこと

一人一人の経験（学習・生活）から
生じる子供の思いや考え

↓
本時のめあて

結果や方法の見通し

子供をよくみて、しかける
・言葉で問う

・言葉以外で問う
答えだけ△
写すだけ△

どうして、そう考えたの？
どこから？
本当に？

板書・教具・教室環境など

国立教育政策研究所（2025）「令和７年 全国学力・学習状況調査の結果を
踏まえた学習指導の充実改善に向けた説明会資料（小学校 算数）より作成

日頃の算数科授業で大切にしたいこと

一人一人の経験（学習・生活）から
生じる子供の思いや考え

↓
本時のめあて

結果や方法の見通し

子供をよくみて、しかける
・言葉で問う

・言葉以外で問う
答えだけ△
写すだけ△

どうして、そう考えたの？
どこから？
本当に？

板書・教具・教室環境など

国立教育政策研究所（2025）「令和７年 全国学力・学習状況調査の結果を
踏まえた学習指導の充実改善に向けた説明会資料（小学校 算数）より作成



日頃の算数科授業で大切にしたいこと

国立教育政策研究所（2025）「令和７年 全国学力・学習状況調査の結果を
踏まえた学習指導の充実改善に向けた説明会資料（小学校 算数）より作成

日頃の算数科授業で大切にしたいこと

文部科学省（2026）「論点整理」より作成



参考資料

徳島県立総合教育センターＷｅｂサイト

学習ガイド等
ダウンロード可能

学習指導案
重点目標等

参考資料



実践に生かそうと
思うことはありましたか。

もっと考えたいと
思うことはありましたか。

どのような気付きが
ありましたか。

本動画を視聴されて

自校の先生方と共有したいと
思うことはありましたか。
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